
CFT-��PWR�C�

取扱説明書 

サーキュレ
ーター

重要な注意事項：この製品を安全に使用し、引き続きお楽しみいただく
ために、使用前に取扱説明書をよくお読みください。
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重要な安全対策

• 安全な操作方法および説明書をよくお読みください。

• 本機器は、身体的、感覚的、または精神的な能力が低下している、もしくは経験や知識が不
足している方（子供を含む）が使用することを意図していません。使用に関しては、責任者の指
導または監督を受ける必要があります。

• 子供が本機器で遊ばないよう、監視を行ってください。

• ファンが運転中の際に、指や鉛筆、その他の物をグリルに差し込まないでください。

• ファンを移動する際は、必ず電源を切り、コンセントから抜いてください。

• ファンが作動中は、安定した場所に設置して倒れないようにしてください。

• 室内および家庭用としてのみ使用してください。

• 電源コードが損傷した場合は、製造元またはサービス代理店、または同等の資格を持つ人
物によって交換されなければなりません。これにより危険を防ぎます。

• 電気ショックのリスクを防ぐために、本機、コード、プラグを水やその他の液体に浸さないでく
ださい。

• 使用していない時、または清掃の前に、必ず本機をコンセントから抜いてください。

• ファンが組み立てられた後、ガードは取り外さないでください。

注意

警告

電気機器を使用する際には、常に基本的な安全対策を守ることが重要です。以下の点に
注意してください。
すべての説明書をお読みください。
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仕様

CFT-��PWR�C�製品モデル

電源

定格消費電力

���V~  ��/��Hz

��W
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各部の名称

取扱説明書 x� リモコン x�

部品名

部品リスト

羽根

LOGO

ベース

操作パネル

前ガード

電源コード

注意
本マニュアルに掲載されているすべての写真は、説明用です。実物と図面のイラストに
不一致がある場合、実物に合わせてください。



�

使用方法
本体の操作パネル

機能説明

電源/スタンバイボタン
• 機器の電源を入れると、ビープ音が鳴り、機器はスタンバイモードに入ります。スタンバイモ 

ードでは、このボタンを押すことで機器がオンになり、速度レベル6に設定されます。機器が
オフになり、再度電源を入れると、前回のファン速度設定がデフォルトになります。

• 機器が動作中は、このボタンを押すことで機器がオフになり、スタンバイモードに戻ります。

ファン速度ボタン
• ファンが動作中に、このボタンを押すとファン速度が�-�-�-...-�-�-�-...のループで調整され、対

応する速度レベルが画面に表示されます。�秒押しでモード変更。

入/切タイマー

• 電源オンモードでは、機器をオフにするためのタイマー機能のみが利用可能です。スタン
バイモードでは、機器をオンにするための予約機能のみが利用可能です。

• タイマー/予約ボタンを押した後、再度押すことでタイマーまたは予約時間を設定できます
（�-�-�-...-�-�オフ、タイマー/予約、および�-�-...ループ）。

入/切
タイマー

首振りボタン
• ファンが動作中に、このボタンを押すと左右振動機能をオンまたはオフに切り替えます。

連続運転モ一ドLED
• 連続運転モードでLEDが点灯します。初めて使用する際のデフォルト設定は通常風です。

リズム風モ一ドLED
• リズム風モードでLEDが点灯します。この機能は自然の風を模倣し、各レベルで風速が変化し

ます。

おやすみモ一ドLED

�秒押しでモード変更

入/切
タイマー

• おやすみモードでLEDが点灯します。睡眠モードを起動して、既定のプログラムで動きます。
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リモコンを製品の�メートル以内の範囲で使用してください。使用済みバッテリを現地の環境法令
に基づいて適切に処理してください。

• 本機には一つの（CR����）のバッテリーが
付属しており、バッテリーはリモコン内に取
り付けられ、下図➀矢印方向に絶縁シートを
取り外せば通電して使用できます

• バッテリの交換
�.図➁の矢印方向に内側に押して図➂に従って
    バッテリーボックスを引き出してください。
�.図➃に従って正確に電池装置を位置決め電池
    の正極面を自分に向けてから、図➄の矢印の
    方向に電池蓋をすればよい。

2

4
3

5

1
絶縁シート

• 長期間使用しない場合は、リチウムイオン電池を取り出して別途保管してください。
• 充電したり、リモコンを火元に近づけたりしないでください。

注意

本体の操作パネル

機能説明ボタン
電源ボタン

• 機器の電源をオンまたはオフにし、スタンバイモード
に入ります。

モードボタン
• ファンのモード機能を調整します：通常風 → 自然風 

→ 睡眠風 → 通常風 →；デフォルトは通常風です。

予約ボタン

左右振動ボタン
• 左右振動をオンまたはオフにします。

• 機器のオンの予約を設定し、最大予約時間は�時間です。

タイマーボタン
• 機器のオフのタイマーを設定し、最大時間は�時間です。

 "+"または"-"ボタン
• ファン速度を調整します。

バッテリの取り付け



• 電池を不適切に使用すると、バッテリーの液体が漏れ、製品が腐食したり、バッテリーが破裂し
たりする恐れがあります。

• バッテリーには寿命があるので、バッテリーが使えないことを発見したらすぐに取り出してください。
• リモコンを落下させたり、衝撃を受けさせたり、浸水させたりしないでください。
• リモコンの送信部を本体の前方表示パネルに合わせて、表示パネル以外の方向に向ける場合、リ

モコンを制御できません。

• リモコンの送信部とコントロールパネルの間に障害物があると動作しないこともあります。
• リモコンの紛失を避けるために、図のように、リアシェルにリモコン吸着部が設けられ、リモコ
   ンを本体側面に吸着することができるように設計される。

�

リモコン設置位置
（吸着力あり）

首振り機能

70°

90°

注意
•  左右の首振りは自動首振りで、手動で調整しないでください。

�. 左右の広角送風   
左右の首振り角度が自動的に調節される
(�� °)。

�. 仰角送風
上下の首振り角度が手動で調整される(��°)。
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お手入れとメンテナンス
注意

�. 清掃およびメンテナンスの前に、プラグを抜き、機器が完全に冷えるまで待ってください。
�. トルエン、漂白剤、硬いブラシなど、表面を傷つけたり腐食させたりする可能性のある化学物質
     を使用しないでください。汚れや落ちにくい汚れがある場合は、食器用の中性洗剤を使用するこ
     とをお勧めします。
�. 本体を清掃する際は、中性洗剤を含ませた柔らかい布で拭き、その後乾いた布で残った洗剤を拭
     き取ってください。

�.  前面および背面グリル、ファンブレードは逆の手順で取り外すことができます。水または中性洗
      剤を含ませた柔らかい布で拭き取り、その後、柔らかい布で完全に乾燥させてください。

�.  本体を直接水で洗わないでください。電気ショートや通電不良を防ぐため、使用しない期間が長
      い場合は、ユニットを清掃し、ビニール袋で覆って涼しく乾燥した場所に保管してください。

�.  本体を清掃する際は、中性洗剤を含ませた柔らかい布で拭き、乾いた布で乾拭きしてください。

保管前のメンテナンス

• 製品のお手入れ前には必ず電源を切ってください。
• ファン本体に直接水をかけないでください。
• 表面を傷つける可能性のある研磨ツールや溶剤は使用しないでください。食器用洗剤を使用し、
   すぐに乾いた布で拭いてください。
• 製品の分解や改造はしないでください。製品の寿命を延ばすために、定期的な点検と清掃をお勧
   めします。

禁止 禁止

Banana 
oil

Gasoline

Alcohol

濡れた手で触れ
ないでください
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分解および組み立て方法

注意
• メッシュカバーを取り外す際は、通電は禁止されます。

�. ファンの背面を自分に合わせて、ドライバでバックネット固定ネジを取り外してから、両手でフ
     ロントネットブッシュを同時に押して緩くすると、前ネットを取り外すことができます。
     * 固定ネジを取り外した後に紛失しないように大切に保管してください。

�. 羽根前方の羽根固定蓋を時計回りに回すと、羽根固定蓋と羽根を取り外すことができます。
     * 羽根固定カバーを取り外した後に紛失しないように保管してください。

�. 取り外されたフロントネット、羽根を掃除機やブラシを使ってほこりをきれいにしてから、柔ら
     かい湿布で拭いてください。
     * モータ部は故障感電の危険がないように水で洗い流すことは厳禁されます。
     * プラスチック部品は、変形の原因にならないように日光にさらされたり、加熱乾燥したりして
        はいけません。

羽根固定カバー

ロック 緩める
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�. 清潔メンテナンスした後に、完全に乾燥してから元の固定位置に戻すことができ、ファンD型の
     穴位置をモータ軸心D型に合わせて入れ、固定カバーを反時計回りにロックすればよい。
     * 使用中に落下してけがをする恐れがないように、すべての部品をしっかりと取り付けなければ
        ならないことに注意してください。

�. フロントネットの�つのスナップをバックネットにはめ込んだ後に�つのカバー固定ネジをロック
    します。
    * 使用中に落下してけがをする恐れがないように、フロントネットをしっかりと固定しなければ
       ならないことに注意してください。
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機器の操作中にエラーや故障が発生することがあります。以下の表には、エラーメッセージや故障
の原因と解決方法が記載されています。サービスセンターに連絡する費用と時間を節約するため、
以下の表を慎重にお読みいただくことをお勧めします。

故障かな？とおもったら

電源コードが正しく接続されて
いない

故障 原因 解決策

ファンが動か
ない

コンセントに電源が入っていない

ファンブレードが汚れている

モーターまたはファンブレード
が緩んでいる

モーターの故障

ボタン機能が誤っている

機能ボタンの故障

ファンブレードが異物で詰まって
いる

コンセントの電源を確認する

電源コードを正しく接続する

分解手順を参照して前面グリルを取り
外し、ブレードを清掃する

分解手順を参照して前面グリルを取り
外し、ブレードを締め直す

製品を販売店または当社に送ってサ
ービスを受ける

ノブを回して正しい機能ボタンを選
択する

製品を販売店または当社に送ってサ
ービスを受ける

ファンの電源を切り、異物を取り
除く

動作中に騒音
が発生する

振動しない

ファンブレード
が固まっている
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